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*2023 年 8 月改訂（第 2 版） 

 2022 年 9 月作成（第 1 版） 

医療機器届出番号：13B1X10109000278

医療用品 4 整形用品 

一般医療機器 整形外科用テープ 

JMDN：32882000 

3M™ 経鼻チューブ固定パッチ 
再使用禁止 
 
 

 【警告】 

1. 使用方法 

・本品の端部を強く巻き付けたり、チューブが外鼻に接触し

ないように貼付すること。［チューブが皮膚に接触し、医療

関連機器圧迫創傷が生じる可能性があるため］ 

・損傷した皮膚には貼付しないこと。［皮膚損傷や感染を増悪

させる恐れがあるため］ 

  

 【禁忌・禁止】 

1. 使用方法 

・再使用禁止 

  

 【形状・構造及び原理等】 

 本品は、経鼻チューブを鼻の皮膚に固定するための特殊な形状を

有するテープである。ラージとスモールの 2 種類のサイズがあり、

固定するチューブの径によって使い分ける。 

1. 形状及び寸法 

 

 

名称 外観 

皮膚接触部 皮膚に貼り付ける部分 

チューブ固定部 チューブに貼り付ける部分 

非粘着部 粘着剤が塗布されていない部分 

 

仕様 寸法(縦 x 横) 推奨するチューブ外径 

1500NG(スモール) 4.7cm x 4.5cm 8～12 Fr 

1501NG(ラージ) 7.3cm x 5.7cm 10～18 Fr 

 

人体に接触する部分の組成：アクリル系粘着剤 

 

2. 機能及び動作原理 

本品は、鼻の皮膚に経鼻チューブを固定するための特殊な形状

と、皮膚及びチューブに適した粘着剤によって、患者に対して

適切なチューブの固定を提供する。また、透明な構造により、

皮膚評価のための部位の視認が可能である。 

  

 【使用目的又は効果】 

 本品は、経鼻チューブを鼻の皮膚に固定するために用いるプラス

チック製のテープである。 

  

 【使用方法等】 

 1. 準備 

1) チューブ固定部およびその周辺皮膚を施設で定められた方

法で処置を行い、本品の貼付部位を選択する。 

2) 油分や皮脂を取り除き、良好な粘着力確保と皮膚障害の防

止のため、皮膚やチューブは清拭し、乾燥させる。 

3) 被膜剤等を塗布した場合には、貼付前に乾燥させる。 

 

2. 使用方法 

1) パッチによってチューブが固定されるまで、経鼻チューブ

を保持する。 

2) パッチの上部ライナーを取り除き、粘着面を露出させる。

［図 1a］ 

3) パッチの皮膚接触部が鼻腔の中央にくるように貼付する。

その際、鼻の中央（鼻背）にパッチの中心を貼付しないよ

うに、また、パッチに張力をかけないように注意する。[図

1b] 

4) 皮膚への粘着力を高めるために、端部まで圧着する。 

5) パッチの下部ライナーを取り除き、粘着面を露出させる。

[図 1c] 

6) 露出した粘着面にチューブをあて、圧着してチューブを粘

着させる。[図 1d] その際、皮膚接触部とチューブ固定部の

間にある非粘着性の部分をテープで覆わないように注意す

る。 

7) パッチのチューブ固定部タブの短い部分（右端）をチュー

ブに巻き付ける。[図 1e] 

8) パッチのチューブ固定部の長いタブ部分（左端）をチュー

ブにらせん状に巻き付け、チューブを圧着させる。[図 1f] 

 

 

3. パッチの取り外し 

1) 下部の非粘着部を掴んで、パッチをチューブから外す。[図

2] 

2) パッチがチューブから外れるまで、経鼻チューブを保持す

る。 

3) 患者の鼻からパッチをゆっくり剥がして取り除く。[図 3] 

 

  

 〈使用方法等に関連する使用上の注意〉 

1. 適用部位は感染症やその他の合併症の徴候があるかどうかを

確認すること。皮膚の異常（赤み、色調の変化、痛み、かゆみ

等）が認められる場合は、本品をはがし、直接部位を観察して

皮膚接触部 

チューブ固定部 
非粘着部 
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直ちに適切な処置を行うこと。 

 

2. 良好な粘着確保と皮膚障害の防止のため、分泌物、血液などを

除去し、乾燥させた清潔な皮膚に本品を使用すること。また、

皮膚に塗布した薬液等は完全に乾燥させてから本品を貼付す

ること。 

 

 【使用上の注意】 

 〈重要な基本的注意〉 

1. 粘着性製品により皮膚トラブルを起こしやすい方や、アレル

ギー体質の方への使用は控えること。 

 2. 適切な皮膚管理及び皮膚かぶれを最小限にするために、以下の

点を守ること。 

1) 異常のある皮膚の上に本品を貼らないこと。 

2) 清拭等でまだ湿っている皮膚に本品を貼らないこと（完全

に乾燥させる）。 

3) 定期的に本品の貼付部位を観察すること。 

4) 体液、分泌物等が過剰の場合、過剰に湿潤している場合に

は、頻繁に観察を行うこと。 

5) 使用中、皮膚の異常があらわれた場合は直ちに使用を中止

し、医師に相談すること。 

 

  

 【保管方法及び有効期間等】 

 1. 保管方法 

直射日光や高温多湿を避けて保管 

2. 有効期限 

使用期限は、本品の包装に記載［自己認証（製造元データ）に 

よる］ 

  

* 【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

 製造販売業者 

スリーエム ジャパン イノベーション株式会社 

 

3M は 3M 社の商標です。 
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